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阿部文男氏による講演

稚魚の品種を聞く子どもたち

顕微鏡で見た微生物の名前を当てるクイズの様子

知事へ「桜錦」を贈呈

やとみ♪午後の婚活
６月１８日、市社会福祉協議会主催「やとみ♪午後の婚活」が総合福祉センター

にて開催されました。今回のイベントでは、男性１７名、女性１８名計３５名が参
加しました。イベント中は、参加者が思い思いのデコレーションケーキ作りに
挑戦し、グループで会話をしながら、かわいらしいケーキを作っていました。

また、後半のティーパーティーでは、あまいお菓子やケーキを囲んで、ゆっ
たりとした雰囲気で会話を楽しんでいました。

そして、注目のカップリングでは４組のカップルが成立しました。 
　カップルになられた参加者の皆さん、おめでとうございます。

防災講演会
6月11日、十四山スポーツセンターで、平成29年度自

主防災会全体会が行われ約３００人が参加しました。
会の途中に行われた講演会では、東日本大震災による

津波で壊滅的な被害を受けた宮城県名取市で現在、自主
防災会代表を務める阿部文男氏を講師に迎えて開催されま
した。また、震災時、地域住民に何ができて、何をしなけ
ればならないのか、貴重な体験談を交えてお話しされまし
た。

金魚の学校
６月１７日、弥富市、弥富金魚漁業協同組合、愛知県水産

試験場が主催の親子で楽しむ金魚飼育講座「金魚の学校」が
総合社会教育センターで行われました。

今年は８９組２２９人の親子が参加し金魚についてのクイ
ズや、金魚の養殖のこと、飼育方法などを学びました。質
問の時間では多くの参加者が質問し、金魚についての細か
な部分まで知識を深めていました。

講義後には生まれたばかりでまだ色のついていない金魚
が配られ、参加者はこれから育てる金魚を嬉しそうに受け
とっていました。稚魚は、育つにつれて色が変化していく
そうです。また、育てた金魚は１０月２２日（日）に行われる、
第２４回金魚日本一大会に出品できるそうなので、ぜひ出
品された金魚を見に足を運んではいかがでしょうか。

下水道出前講座
７月４日、白鳥小学校で４年生を対象に、下水道出前講座

が行われました。
講座では、自分たちが出す汚れた水が、微生物の働きに

よってきれいになる仕組みを学びました。その微生物を、
実際に顕微鏡で観察して、微生物の種類や名前、体の特徴
などを専門の方から教わりました。その他に、飲み物や食
べ物を川や海に流してしまうと、どれだけ水を汚してしま
うのかを、牛乳とジュースを使って水質実験（パックテス
ト）をしました。

子どもたちは体験授業を通じて、下水道と下水道処理場
の仕組みや役割について理解を深めることができました。

弥富金魚をPR!
愛知県では、知事の名刺を使った県産農林水産物のPR

を行っており、6、7月は「金魚」が取り上げられました。
このPRに合わせて、6月14日に市長と弥富金魚漁業協同
組合が知事を訪問しました。

当日は各テレビ局が取材に訪れる中、知事に金魚の生
産状況を報告するとともに、弥富が発祥の金魚、「桜錦」
を贈呈しました。

贈呈された「桜錦」は7月末まで愛知県庁西庁舎1階受
付カウンターで展示され、知事の名刺とともに広く弥富
金魚がPRされました。

着衣水泳
（栄南小学校）

～こんな○○のご応募お待ちしております～
▼対　　象　市内に在住、在勤、在学の方
▼応募方法　�郵送の場合は写真の裏面か別紙、また、Ｅメールの場合は

メール本文に次の事項を書いて送付してください。
　　　　　　タイトル（18字程度）、写真の説明・エピソード（100字程度）
　　　　　　住所・氏名・年齢・電話番号・Ｅメールアドレス
▼応募条件
・応募者本人が撮影した作品に限ります。
・�被写体に関する肖像権は、応募者の責任において了解が得られるものと

します。また著作権は、市に帰属します。

・�写真は、解像度300万画素以上（目安）で撮影されていること、記録方式
はＪＰＥＧを推奨します。

・写真は返却いたしません。
・地区名と氏名または団体名を掲載します（匿名不可）。
▼送付先
○郵便　〒498－8501　�市役所秘書企画課広報やとみ 

「こんな○○あったがねー」係宛
 koho@city.yatomi.lg.jp

問  市役所秘書企画課（内線223）

このコーナーでは、市民の皆さんが撮影したまちの話題、自然・風景、地域の活動などを掲載していきます。

弥富産のビワがたわわに実ったがねー
弥富ふるさとガイドボランティア

中山地区から森津にかけての旧鍋田川東岸沿いにあるビワ園
がたわわに実りました（昨年6月撮影）。ビワは伊勢湾台風までは
弥富の名産でした。

ビワの木は枝が大変もろくて、４月からの摘果と袋かけの時期
には足場をつくらないと枝先の仕事ができないものです。花は
１２～２月に咲き、初夏の５～６月に大きな実を収穫するためには
必ず摘果が必要です。

 幸せ報告 　
　平成29年6月に婚活パーティから２組目のご成婚！！
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